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国語－1 

 

１ 研究主題  

自分の考えをもち、表現できる児童の育成 

～説得力のある文章を書くために～ 

 

 

２ 主題設定の理由  

（１）学習指導要領から 

小学校学習指導要領第２章第１節国語科の目標には 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し適切に表現する資質・

能力を次のとおり育成することを目指す。 

１）日常生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。 

２）日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。 

３）言葉がもつよさを認識するとともに、言語感覚を養い、国語の大切さを自覚し、国語を尊重し

てその能力の向上を図る態度を養う。 

とある。 

国語科において目指す資質・能力は「国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力」であり、

様々な事物、経験、思い、考え等を正確に理解し、適切に表現できなければならない。日常生活に

おいて、正確に理解し適切に表現するためには、人と人との関係の中で、互いの立場や考えを尊重

し、言葉を通して伝え合う力を高めることが必要になる。そのために、思考力や想像力を養うこと

が大切になってくる。 

 また、「書くこと」の指導に配当する授業時数に関しては第１学年及び第２学年では年間１００単

位時間程度、第３学年及び第４学年では年間８５単位時間程度、第５学年及び第６学年では年間５

５単位時間程度とされている。その際、実際に文章を書く活動を重視することと示されている。こ

れからわかるように小学校の学習の中では「書くこと」に多くの指導時間が配当されていることか

ら、「書く力」に関する力の伸長の重要性がわかる。 

 

（２）千葉県の指針から 

千葉県の学校教育の充実のためのホームページに第３期千葉県教育振興基本計画を踏まえ、各学

校・園においての重点的な取り組みとして 

施策１「人生を主体的に切り拓くための学びの確立」 

（１）子どもの学習意欲を高め、学力向上を図る取組の推進 

・「自ら課題を持ち 多様な人々と協働し 粘り強くやりぬく子」の育成を目指し、児童の実態に応

じた授業実践を推進することで、学習意欲の向上を図る。  

「主体的・対話的で深い学び」を実践する単元開発・授業改善に向けた取組の推進 

・「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」及び授業実践資料の活用を通して、「主

体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を図る。 

とある。 
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（３） 学校教育目標及び本校研究主題から 

栄町立竜角寺台小学校学校教育目標 

心身ともに健康で、たくましく、主体性のある児童の育成 

～２０年後・３０年後の未来を創る子ども達の育成～ 

 

栄町立竜角寺台小学校研究主題（道徳科） 

多様な見方や考え方に触れ、自分の考えを深める道徳教育のあり方 

～日常の学校生活を通して～ 

 本校の学校教育目標は「心身ともに健康で、たくましく、主体性のある児童の育成」である。め

ざす児童像を「やさしい竜っ子」「たくましい竜っ子」「かしこい竜っ子」として、知徳体のバラン

スのとれた児童の育成を目指している。また、今年度から「２０年後・３０年後の未来を創る子ど

も達の育成」という視点が明記された。児童が今後、持続可能な社会の創り手として、多様な他者

と共生していくため、道徳的価値の理解を基に、善悪を判断したり、よりよい生き方を目指したり、

自分が正しいと思うことを実現しようとしたりする力を養う必要がある。そこで、道徳科や日常の

学校生活での対話や協働により、多様な見方、考え方に触れ、自身の道徳的価値観について自覚し、

伸ばしたい自己を深く見つめたり、課題について考えたりして、自分の生き方として実現していこ

うとする思いや願いを深めることができるようにしたいと考え、研究主題が設定された。 

 

（４） 地域や児童の実態より 

竜角寺台小学校は、栄町の南側にある新興住宅地として開発された地区にある。学区の周りには

自然が多く、近くには龍角寺古墳群・岩谷古墳や房総のむらがある。児童全員が同じ団地で過ごし

ており、似たような生活環境で穏やかに生活している。教育熱心な家庭が多く、保護者や地域の方

も学校に協力的である。児童数は１２０名と多くはないが、行事に意欲的で活気がある。学習面の

意欲も高く、与えられた課題は進んで行っている。素直な児童が多い反面、自ら考えて行動しよう

とする意識が薄い。 

アンケート（％） 

１ 国語科の学習は好き はい 50.0 

いいえ 50.0 

２ 国語科の授業で自分の考えを書くことは好き はい 44.4 

いいえ 55.6 

３ 国語科の授業で自分の考えを話したり、友達の考えを聞

いたりすることは好き 

はい 83.3 

いいえ 16.7 

４ 国語科の授業では、友達と考えを伝え合うことはできて

いる 

はい 83.3 

いいえ 16.7 

５ 友だちの考えと違うなと思ったとき、自分の考えを言葉

に書ける 

はい 44.4 

いいえ 55.6 

６ 文章で伝えることは必要である はい 72.2 

いいえ 27.8 

７ 何のために文章を書くのか  

 みんなに伝えるため４、口では伝わらないときがあるから２、文字のバランスをとるため、 

自分の意見を伝えるため、言葉の使い方を学ぶため、日本の伝統だから、あとに残すため、 

わからない、どのように書けばよいか覚えるため、文を書く練習、書かないといけないか

ら、将来大変にならないようにするため、学習のため 
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８ 今までの国語科で書くときに気を付けていることは  

 字の大きさ４、ない４、思ったことをしっかりと２、相手に伝わるように２、表現技法、 

自分の考えをしっかりと書く、きれいに、意味が通るように、漢字で書く、間違えないよ

うに 

９ どんな時に字を書きたいか  

 ない４、書きたいと思ったとき３、必要な時２、言われたとき、思い浮かんだとき、やる

気があるとき、 

静かな時、自分の考えを伝える時、メモする時、説明する時、聞いているだけのとき、学

習する時 

１０ どんな時に字を書いているのが楽しいか  

 ない６、落ち着いている時、宿題のとき、静かな時、鉛筆の芯が細いとき、絵を描いた後、

やることがないとき、問題を作っている時、国語で勉強をしている時、文章を読んで感じ

たことがあったとき、うまく書けたとき、テストのとき、言われたとき 

１１ 好きなものについて作文を書く（２００字） 

 結論と理由を書け、１８０字以上書くことができた２ 

結論と理由を書け、１５０字程度書くことができた５ 

結論と理由を書け、１００字程度書くことができた６ 

結論と理由を書けた２ 

結論は書けた３ 

本校の第６学年の児童は、国語科の学習に対し、半分が苦手意識を持っている。国語科の授業で

「話すこと・聞くこと」の活動には意欲的に取り組もうとするが、「書くこと」の活動には消極的で

ある児童が多い。ただ、児童たちも「書くこと」の必要性は十分に理解している。児童はこれまで

に「書くこと」の活動経験を十分に積んでいなかったため、文章を書こうとしても、失敗したくな

い、人前で恥をかきたくないという気持ちから、進んで書き始めることができる児童は少ない。そ

のため、いきなり筆を動かして興味深い文章を書くことができる児童はほんの一握りしかいない。 
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３ 主題について  

【Ｂ書くこと】 

  １・２学年 ３・４学年 ５・６学年 

題材の設定 ア 経験や想像から必要な

事柄を集め・確かめ伝え

たいことを明確に 

ア 相手や目的を意識 

経験や想像から書くこと

を選び集めた材料を比

較・分類し伝えたいこと

を明確に 

ア 目的や意図に応じて感

じたこと考えたことと集

めた材料を分類・関係付

ける伝えたいことを明確

に 

情報の収集 

内容の検討 

構成の検討 

イ 事柄の順序に沿って簡

単な構成を考える 

イ 中心を明確に段落と段

落相互の関係 

文章の構成を考える 

イ 筋道の通った文章 

文章全体の構成や展開 

考えの形成 

ウ 語と語、文と文の続き

方に注意 

内容のまとまりがわかる

工夫 

ウ 考えとそれを支える理

由や事例との関係を明確

に 

書き表し方を工夫 

ウ 目的や意図に応じて簡

単 or詳しく 

事実、感想、意見の区別 

考えが伝わる書き表し方

の工夫 

エ 文の引用 

図表やグラフの引用 

記 述 

推 敲 

エ 読み返す習慣 

間違えを正す 

語と語や文と文との続き

方 

エ 相手や目的を意識 

間違えを正す 

文や文章を整える 

オ 構成や書き表し方など

に着目文や文章を整える 

共 有 

オ 文章に対する感想を伝

え合い良いところを見つ

ける 

オ 文章に対する感想や意

見を伝え合い良いところ

を見つける 

カ 文章全体の構成や展開

に対する感想や意見を伝

え合い良いところを見つ

ける 

低学年、中学年、高学年と進むにつれ、指導内容に変化はあるものの、低学年で学習したことを

中学年、高学年と発達段階に応じて学習すべき内容が整理されていることに児童が気付くことが大

切である。 

また、学習指導要領内で内容の取扱いについては、「児童がコンピュータや情報通信ネットワーク

を積極的に活用する機会を設けるなどして、指導の効果を高めるよう工夫すること。」と示された。

１人１台タブレットの整備により、児童が情報収集や情報発信の手段として、インターネットや電

子辞書等の活用、コンピュータによる発表資料の作成やプロジェクターによる提示などが容易にな

った。「書くこと」においてもノートに書くだけでなく、端末を活用していく中で文章を書き表すこ

とも大切になってくる。このように、インターネットを活用して、様々な情報を瞬時に収集できる

とともに、自分の文章を世界に向けて発信することも容易にできてしまう時代となってきた。その

際に、自分の考えを口頭で伝えるだけでなく、文章で論理的に書き表すことができないと不要なト

ラブルに巻き込まれる恐れもある。そのため、国語科の学習を通して自分の考えを論理的に表現で

きる力を身につけさせたい。 

そして、千葉県の指針にもあるように、指導計画の中に「見出す」「自分で取り組む」「広げ深め

る」「まとめあげる」を位置づける。その中で、児童が学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリ

ア形成の方向性と関連付けながら、見通しをもって粘り強く取り組んだり、児童同士の協働、教職

員や地域の人との対話、先哲の考えを手掛かりに考えたり、他の教科との知識を相互に関連付けて、

より深く理解したりできるようにする。 
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さらに、本校学校教育目標及び研究主題に際し、国語科として、筋道を立てて児童自身の考えを

書き表すことで、他者の考え方に触れ、さらに自分の考えを深めることができると考えている。ま

た、日常の学校生活で道徳的価値を実感できるように、各行事の前後に目標と振り返りの文章を書

く時間を設け「書くこと」の活動を多く取り入れている。 

 

 

４ 研究の目標  

○身の回りの事物現象において、自分の考えを持ち、それを文章を使って表現できる。 

・「自分の考えを持つ」とは自分の頭で考える時間を確保し、それを書き出すことをねらう。 

・「表現できる」とは自分の考えを論理的に表現できることをねらう。 

自分の考えを持つためには、児童がステップを踏むことが大切であり、全校では、短作文に取り

組み、第６学年の学習では、思ったことをメモする活動により、自分の考えを書き表すことができ

るようになる。 

また、国語科の授業で、抽象表現を使わずに自分の考えを表現することを通して、他の場面や他

教科でも自分の考えを端的に表現できるようになる。 

 

これらをもとに、国語科の研究主題として「自分の考えをもち、表現できる児童の育成 ～説得

力のある文章を書くために～」を設定した。 
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５ 研究仮説  

 

【仮説１】 ステップを踏んで文章を書く活動を通して、自分の考えを正確に理解することにより、自

分の考えを相手に伝えようとする工夫をするだろう。 

 

① 学年に応じたステップで報告文や説明文、意見文を書く。 

高学年 

ⅰ）題材の設定情報の収集内容の検討 

・目的や意図に応じて感じたこと考えたことと集めた材料を分類・関係付ける 

・伝えたいことを明確にする 

ⅱ）構成の検討 

・筋道の通った文章を組み立てる 

・文章全体の構成や展開を考える 

ⅲ）考えの形成・記述 

・目的や意図に応じて簡単 or詳しく書く 

・事実、感想、意見の区別考えが伝わる書き表し方の工夫 

・文の引用図表やグラフの引用 

ⅳ）推敲 

・構成や書き表し方などに着目文や文章を整える 

ⅴ）共有 

・文章全体の構成や展開に対する感想や意見を伝え合い良いところを見つける 

 

②一人１台のタブレットを活用し、ワープロソフトを報告文や説明文・意見文の下書きを書く場面で

取り入れる。 
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【仮説２】 題材に対して、簡単な作文を書くことで、語彙力がつき、表現力が高まるだろう。 

 

①国語科の授業から他の教科へどう広げるか 

他教科のまとめの掲示物として作ることに対し、他者を意識した文章作りをする。 

 

②全校での取り組みで行うこと 

・週に一度、帯時間での短作文の実践 

・時間内に決められた文字数で自分の考えを伝える。 

構成の検討 

低：順序 

中：中心を明確に 

高：筋道の通った 

 

考えの形成 

低：語と語文と文のつなぎ 

中：書き表し方を工夫 

高：意図に応じて簡単又は詳しく、考えが伝わる書き表し方 

 



国語－8 

 

６ 仮説の検証の実践  

（１）仮説１の検証 

①スモールステップで報告文や説明文・意見文を書く 

 

②一人１台のタブレットを活用し、ワープロソフトを取り入れた活動 

 

ⅰ）単元名 環境問題について考えよう（主な教材：自分の考えをはっしんしよう 教育出版） 

ⅱ）目標  

・文の中での語句の係り方や語順、文と文との接続の関係、文章の構成や展開、文章の種類とそ

の特徴について理解することができる。 

 〔知識及び技能〕 

・「書くこと」において筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えて書くこと

ができる。 

            〔思考力、判断力、表現力等①〕 

・「書くこと」において、事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分の考えが伝わるように書

き表し方を工夫することができる。 

〔思考力、判断力、表現力等②〕 

・粘り強く、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫し、学習の見通しをもって意見文を書

くことができる。 

〔学びに向かう力、人間性等〕 

 

ⅲ）評価計画（全７時間） 

次 時 学習活動 評価規準・評価方法 

第 

一 

次 

２ 学習の見通しを持つ。 

説得力のある文章について考える。 

課題に対する主張を考える。 

（ステップⅰ） 

 

 

引用の方法を学び資料を探す。 

［知識・技能］ 

発言 

・学習の見通しをもつとともに、自分

が伝えたい、主張を明らかにしてい

る。 

 

［思考・判断・表現］ 

発言・ワークシート 

・取材を通して、説得力のある意見文

を書くための材料を集め、意見文に

書く自分の主張を明確にしている。 

第 

二 

次 

４ 

 

 

自分の主張を効果的に伝えるための構成を考え

る。 

（ステップⅱ、ⅲ） 

 

 

 

構成表をもとに意見文を書く。 

（ステップⅲ） 

 

 

［思考・判断・表現］ 

ワークシート 

・自分の主張を効果的に伝えるための

構成表を作っている。 

 

［思考・判断・表現］ 

発言・下書き 

・構成表をもとに、説得力のある意見

文を書いている。 
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説得力のある意見文になっているかを考えなが

ら、自分の意見文を読み返し、清書する。 

（ステップⅳ） 

［思考・判断・表現］ 

発言・下書き 

・自分の主張が読み手に伝わるかどう

かを考えながら推敲している。 

［主体的に学習に取り組む態度］ 

下書き・清書 

・粘り強く試行錯誤しながら理由や根

拠を示して、説得力のある意見文を

書こうとしている。 

第 

三 

次 

１ 友達とお互いの意見文を読み合って、感想を伝え

合う。 

（ステップⅴ） 

［思考・判断・表現］ 

発言・感想 

・意見文を友達と読み合い、表現の仕

方に着目して考えや意見を伝え合

い、説得力のある意見文を書くため

の構成や記述の工夫について理解

している。 

 

ⅳ）活用した資料 

第一次 自分の主張に対して本やインターネットを使い、根拠を明確にしていく活動（ステップⅰ） 

メモをたくさん残すための工夫としてワープロソフトを活用し、引用の文献のメモを残した。 
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調べた資料から自分の

主張に沿ったものを 

抽出している。 
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第 2次 調べた資料をもとに、説得力を持たせるための構成を考える活動（ステップⅱ） 

細かく分類された構成表と、大きく分類された構成表を用意し、ワープロソフト上でも同様

に活動できるようにした。 
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練り上げた構成表をもとに、ワープロソフトで下書きをする活動（ステップⅲ） 

   
 

 

自分の構成表をグループで

話し合い、より説得力のある

文章になるようにしている。 

お互いに下書きを

見て気づいたことを

コメントとして残して

いる。 
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下書きをもとに、清書する活動（ステップⅳ） 

完成した作文 A 
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完成した作文 B 
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（２）仮説２の検証 

①国語科の授業から他教科へどう広げるか 

ⅰ）国語科から理科へ 

 
理科の「ものの燃え方」について授業の実施後、学習したことを新聞形式でまとめる際に、国

語の表現力が活かされ、気体について学習したことや行った実験の手順や結果を端的にわかりや

すくまとめることができるようになった。 
 

ⅱ）国語科から社会科へ 

 
社会科「国の政治のしくみと選挙」について授業の実施後、新聞形式でまとめる際に、国語科

で学習した図表やグラフを用いて書くことが活かされ、他の学年の児童が 6 学年で学習すること

がわかりやすいと伝えていた。 
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ⅲ）国語科から道徳科へ 

   
校内研修の道徳科で内容項目Ｄ－（２０）自然愛護について授業を実施後、生活を通して振り

返りを書く際に、国語の表現力が活かされ、具体例を挙げながらまとめることができるようにな

った。 

 

② 全校での取り組み 

短作文の実践について 

短作文は昼の帯時間（15分間）で実施した。 

下の表だけでなく、学年に応じて物語のあらすじや要約、要旨といった内容にも取り組んだ。 

 低学年 中学年 高学年 

１学期 朝起きたら 季節が変わって 宿題 縦割り遊び 

お話の紹介 

カレーライスのつくり方 

登校するまで 休日の予定 

校長先生へのお願い 放課後 

好きな季節 台風に備えて 

魔法が使えたら 面積の求め方 

栄養士へのお願い １学期の反省 

２学期 除草作業 昼休み 

自然の紹介 秋 

好きな教科 

持久走記録会 

オリジナル物語 

除草作業 昼休み 

歯科指導 見沼通船堀 

持久走記録会 

好きな教科 

ホッキョクグマ 

ウミガメの命をつなぐ 

掃除の仕方 桃太郎 

わくわく花植え 食べたいもの 

ぼくの世界君の世界 

レクをするなら 行きたいところ 

読みたい本 安食台小学校との交流 

持久走大会 ほしい物 

いじめ問題 雪わたりの魅力 

３学期 雪遊び 冬 

はなさかじいさん 

できるようになった

こと 

将来の夢 

マラカスづくり 

冬休みの思い出 給食 

好きな食べ物 放課後 

はなさかじいさん 

おもちゃ作り 雪遊び 

６年生を送る会 

進級してから 

雪が降ったら 

もし十万円あったら 

学力テストに向けて 

学力テストを終えて 

みんなのために 私の流行語大賞 

歴博への校外学習 進級に向けて 
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低学年（２年生） 

  
 

中学年（３年生） 

  
 

・最初は場面の設定す

ることで書けたが、

最終的には、自分で

場面を設定して書け

た。 

・文字数が１００文字か

ら１２０文字程度に

増えた。 

・順序よく書くことがで

きるようになった。 

・自分の気持ちを詳し

く書けるようになっ

た。 

・文字数が１５０文字から

２００文字に増えた。 

・自分の頑張ったことを

順序だてて説明するこ

とができるようになっ

た。 

・文末表現を統一するこ

とができるようになっ

た。 

・サッカーの用語など知

っている語句を用いて

文章を書き表すことが

できるようになった。 
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高学年（５年生） 

  
 

高学年（６年生） 

A 

  
 

・文字数が１５０文字

程度から２００文字

に増えた。 

・結果→理由の順に

書くことができるよ

うになった。 

・理由を表す語彙が

増え、場に応じた適

切な表現ができる

ようになった。 

・文字数が１５０文字程

度から２００文字に増

えた。 

・読む人が興味を持てる

ような書き出しができ

るようになった。 

・丁寧な表し方ができる

ようになった。 
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B 

  
 

C 

  
 

・文字数が１００文字程

度から２００文字程度

に増えた。 

・文中に具体表現が増

え、読み手にその時の

状況を伝えられるよう

に書くことができるよう

になった。 

・文字数が１５０文字

程度から２００文字

に増えた。 

・自分の経験を踏まえ

た書き方ができる

ようになった。（□） 

・読みやすいように言

い換えることができ

るようになった。 
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６ 成果と課題  

（１）仮説１に対して 

成果 

スモールステップを取り入れたことで、児童が文章を書く中で自分の考えを中心にして、理由や根

拠を書くことができるようになった。 

ICT 機器の活用により、わからない漢字を調べる等の時間短縮による書く時間の確保が容易になっ

た。 

ワープロソフトの自動文章校正によって誤字脱字の減少につながった。 

タブレットを活用することによって、ほかの児童の作品を参考にする機会が増え、自信をもって書

くことができる児童が増えた。 

文章に結論とその根拠をしっかりと書くことができる児童が増えた。 

 

課題 

すべての第６学年の児童を最終ステップまで引き上げることができなかったので、発達段階に応じ

た改善が必要であると考えられる。 

タブレットのタイピングスピードに個人差が多くあるため、家庭学習などでタイピングの練習をす

る必要があると考えられる。 

 

（２）仮説２に対して 

成果 

廊下掲示では、読み手の興味を引くような文章を考えようとする児童が増えた。 

各授業のまとめや振り返りを書く際に、児童たちが他の人の目に触れることを意識して、他学年で

もわかるように書こうとする児童が増えた。 

全校で書く活動に取り組んだことにより、指定された文字数まで書こうとする児童が増えた。 

低学年は物事の順序に沿って書き進めることができるようになった。 

中学年は、自分の考えを文中に書き表すことができるようになった。 

高学年は場面に応じた書き方を工夫するようになった。 

 

課題 

廊下掲示は、単元のまとめに有効だが、毎回同じような書き方をする児童がいるため、素材に工夫

を入れることが必要であると考えられる。 

短作文は文章を書く能力に個人差が多くあり、個にあった支援が必要であると考えられる。 

 

 


